
東淳樹先生＆山﨑亨先生講演会
平成 30 年 3 月に、サシバ、シロチドリ（三重県の県鳥）、ミズギクの三種を新たに
三重県指定希少野生動植物種に指定するという県からの発表がありました。この指
定は、絶滅が危惧される種の中でも特に保護が必要とされる種に対して行われるも
のです。また、クマタカは平成 5 年に、絶滅の恐れのある野生動植物種の種の保存
に関する法律（種の保存法）の対象種として指定されています。数多くの野生生物
が絶滅していくような環境は人にとっても良い環境とは言えないでしょう。今回話
していただくサシバとクマタカを通して、人にとっても人以外の生き物にとっても
どのような自然環境がより良いと言えるのか、共に考えてみませんか？

日時

場所

2019 年 12月 7日 ( 土 )　9:00 ～ 11:50　（ 8:30 開場 ）

四日市市勤労者･市民交流センター　東館 3 階　大会議室
バス：近鉄四日市駅　西口１番のりば 三重交通バス「笹川団地」行き等
　　　「中央緑地公園前」下車徒歩約１分
電車：近鉄名古屋線　「新正」駅より徒歩約 15 分
　　　あすなろう鉄道　「日永」駅より徒歩約 10 分

100 名（事前申し込み･先着順）
以下のいずれかの方法でお申し込み下さい。
◎ 三重の自然と希少生物を守る会 Facebook にメッセージ
◎ contact.ks19@gmail.com にメール

定員

【主催】三重の自然と希少生物を守る会　　　【協賛】日本野鳥の会 三重／桜自然塾

自家用車：１号線より 勤労者・市民交流センター前
　　　　　または中央緑地公園内駐車場に駐車

お問い合わせ
四日市市勤労者･市民交流センター

アクセスマップ

『サシバにはなぜ里山が必要なのか？』『日本のクマタカの真実に迫る』

岩手大学 農学部 森林科学科 講師 アジア猛禽類ネットワーク会長
クマタカ生態研究グループ会長
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080-1560-2506 
三重の自然と希少生物を守る会


